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      り
し
な
が
ら
学
び
合
う
こ
と
で
、
効
果
的
に
学

力
や
人
間
性
・
社
会
性
を
豊
か
に
す
る
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
複
式
学
級
で
は
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
遅
れ
る
。
 

　
今
後
、
出
生
数
が
　
人
前
後
で
推
移
す
る
見

込
み
の
な
か
で
、
一
つ
の
学
校
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
２
学
級
と
な
り
、
ク
ラ
ス
替
え
の
で
き

る
教
育
環
境
が
整
う
。
 

②
小
中
連
携
教
育
を
進
め
る
た
め
、
校
舎
の
位
 

　
置
は
、
中
学
校
に
近
い
ほ
ど
良
い
 

　
小
学
校
で
担
任
の
先
生
か
ら
全
教
科
を
教
わ

る
学
習
か
ら
、
中
学
校
１
年
生
に
な
り
、
い
き

な
り
、
教
科
担
任
制
や
部
活
動
な
ど
の
急
激
な

環
境
の
変
化
に
な
か
な
か
適
応
で
き
な
い
児
童

の
問
題
が
全
国
的
に
あ
る
。
 

　
こ
の
小
学
校
か
ら
中
学
校
の
つ
な
ぎ
に
、
効

果
的
で
ス
ム
ー
ズ
な
適
応
を
可
能
と
し
、
よ
り

確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
小
中
連

携
教
育
を
推
進
し
た
い
。
 

③
児
童
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
、
遠
距
離
通
学
 

　
児
童
は
、
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
 

　
発
達
段
階
で
体
力
的
に
も
劣
る
小
さ
な
児
童

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
専
用
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
送
迎
し
、児
童
の
安
全
も
確
保
し
た
い
。
 

            
第
２
回
目
の
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
小
瀧

信
孝
会
長
か
ら
「
将
来
を
担
う
か
け
が
え
の
な

い
児
童
の
た
め
に
、
私
達
　
名
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
引
き
続
き
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

  ク
ラ
ス
替
え
の
で
き
る
 

　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
へ
 

  　
議
事
で
は
、
佐
藤
晃
教
育
長
か
ら
教
育
委
員

会
と
し
て
の
本
町
小
学
校
の
理
想
的
な
姿
を
表

わ
し
た
「
小
学
校
適
正
配
置
（
統
合
）
の
基
本

的
方
針
」
で
あ
る
次
の
３
点
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
 

①
五
つ
の
学
校
は
一
つ
の
学
校
に
 

　
児
童
は
、
　
人
〜
　
人
の
一
定
集
団
の
も
と

で
、
練
り
上
げ
た
り
、
切
磋
琢
磨
、
競
争
し
た
 

　
第
２
回
小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
の
会
議
が
、
　
月
　
日
（
火
）
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
 

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
委
員
の
小
学
校
の
現
状
認
識
が
深
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
教
育
委
員
会
か
ら
小
学
校
適
 

正
配
置
（
統
合
）
に
対
す
る
基
本
的
方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
 

適
正
配
置
の
基
本
的
方
針
を
説
明
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住　所 
山　浦 
西林東 
萱　本 
漆　窪 
9町内2 
柴　崎 
芝　草 
呼　賀 
　塩 
４町内 
縄　沢 
上野尻 
牛　尾 
西林東 
　牧 
森　野 
上野尻 
宮　野 
10町内 
下小島 
上野尻 
滝　坂 
新　町 
松　峯 
西　林 
下小島 
５町内 
大久保 
８町内 
出ヶ原 
下野尻 
戸　中 
小　山 

　氏　　　名 
三　瓶　た　か 
五　寧　陽　平 
鈴　木　二三子 
星　　　眞智子 
小　瀧　信　孝 
高　橋　　　至 
和久井　厚　司 
上　野　新　哉 
伊　藤　武　美 
鈴　木　貴　司 
三　留　祐　美 
市　橋　修　一 
目　黒　輝　夫 
高　松　　　梓 
伊　藤　日出男 
猪　俣　　　博 
塚　原　　　学 
矢　部　幸　彦 
多　賀　　　剛 
清　野　佐　一 
渡　部　　　昌 
五十嵐　忠比古 
武　藤　道　廣 
矢　部　征　男 
住　吉　哲　也 
物　江　正　俊 
渡　辺　　　忠 
清　野　邦　夫 
大　塚　　　勇 
伊　藤　喜　允 
石　川　一　史 
石　井　光　登 
小野木　秀　一 

　選 出 区 分 
 

公募による者
 

 
 
 
識見を有する者 
 
 
 
小中学校児童 
生徒の保護者 
 
 
 

保育所児童の  
保護者

 
 
 
 
 
町 議 会 議 員 
 
 
教育委員会の委員 
小中学校の教職員 
 
公共的団体の役員 
 
 
 
自　治　区　長 

役　職 
 
副会長 
 
 
会　長 

　
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
 

　
進
め
る
べ
き
。
 

○
「
西
会
津
町
出
身
だ
よ
」
と
胸
を
張
っ
て
世
 

　
界
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う
な
教
育
を
進
 

　
め
る
べ
き
。
 

○
地
域
の
人
は
、
す
で
に
統
合
に
な
っ
た
後
の
 

　
課
題
を
見
据
え
て
い
る
。
 

○
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
討
議
 

　
を
重
ね
、
一
つ
ず
つ
結
論
を
出
す
べ
き
。
 

 教
育
委
員
会
が
保
護
者
に
 

　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催
 

 　
審
議
の
中
で
、
教
育
長
か
ら
「
各
学
校
で
現

状
認
識
に
温
度
差
が
あ
る
の
で
は
。
と
の
こ
と

か
ら
、
次
回
の
会
議
ま
で
に
各
小
学
校
の
保
護

者
に
対
し
、
説
明
会
を
開
催
す
る
」
と
の
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
次
回
の
会
議
は
、
　
月
を
予
定
し
て
い
ま
 

す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 　
教
育
課
学
校
教
育
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
６
 

 　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

     主
　
な
　
意
　
見
 

 ○
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
の
で
、
い
つ
ま
で
決
め
 

　
る
の
か
の
見
通
し
を
決
め
、
段
階
を
踏
み
な
 

　
が
ら
審
議
す
る
べ
き
。
 

○
保
護
者
に
説
明
す
る
こ
と
は
大
切
。
そ
の
う
 

　
え
で
、
保
護
者
の
意
見
を
集
め
る
べ
き
。
 

○
地
域
の
方
や
保
護
者
へ
、
現
状
や
方
針
な
ど
 

　
の
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
重
要
。
 

○
教
育
委
員
会
の
考
え
方
（
統
合
）
と
同
じ
考
 

　
え
だ
。
進
め
る
べ
き
。
 

○
子
ど
も
達
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
す
る
の
か
 

 

    ３
点
の
基
本
的
方
針
を
 

　
　
　
　
た
た
き
台
に
し
て
 

 　
審
議
で
は
、
前
回
か
ら
引
き
続
い
て
活
発
な

意
見
が
か
わ
さ
れ
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
審
議

を
進
め
る
べ
き
と
の
共
通
認
識
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
次
回
か
ら
は
、教
育
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
た
、
 

３
点
の
基
本
的
方
針
を
た
た
き
台
と
し
て
、
校

数
、
統
合
時
期
、
施
設
、
通
学
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
結
論
を
出
せ
る
よ

う
に
、
よ
り
具
体
的
な
審
議
を
進
め
る
こ
と
が

委
員
全
員
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

次
回
は
論
点
を
絞
り
審
議
を
 

45

12

45

西会津町小学校適正配置審議会委員 
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④ 

③ 

② 

① 

　
　
①
は
大
賞
・
１
位
、
②
は
金
賞
・
２
位
、
 

　
　
③
は
銀
賞
・
３
位
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

   ▼
穀
類
①
新
田
透
②
鈴
木
市
兵
衛
、鈴
木
正
裕
、
 

矢
部
賢
二
③
斎
藤
宗
一
、
斎
藤
啓
二
、
猪
俣
彦
 

市
、
白
井
守
▼
野
菜
類
①
山
形
貞
子
②
伊
藤
ハ
 

ル
子
③
長
谷
川
博
巳
、
高
橋
千
代
子
▼
果
実
類
 

①
物
江
栄
一
郎
②
渡
部
咲
子
▼
菌
茸
類
①
三
留
 

満
②
田
崎
眞
平
▼
農
産
物
加
工
品
①
武
藤
佐
代
 

子
②
渡
部
絵
美
③
伊
勢
亀
み
ち
子
▼
競
作
①
伊
 

勢
亀
和
夫
、
上
野
誠
喜
、
目
黒
満
里
子
 

   ■
老
人
作
品
展
 

▼
民
・
工
芸
品
①
物
永
豊
久
②
三
留
義
江
③
須
 

藤
一
▼
手
芸
品
①
田
部
俊
一
郎
②
鈴
木
律
子
③
 

八
幡
喜
代
子
▼
書
・
絵
・
句
①
山
形
貞
子
②
五
 

十
嵐
重
男
③
小
野
木
マ
ツ
ノ
▼
陶
芸
①
新
田
房
 

子
②
佐
藤
昭
③
三
留
絹
枝
 

■
心
身
障
が
い
者
作
品
展
 

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ゆ
り
の
園
デ
イ
サ
 

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

さ
ゆ
り
の
園
③
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
渡
部
シ
 

ズ
エ
 

   ▼
観
光
写
真
展
①
斎
藤
貞
雄
②
伊
藤
建
二
③
山
 

下
篤
 

西会津ふるさとまつり 

④ 

③ 

② 

① 

①オープニングセレモニー 
　　～お楽しみいっぱいの２日間の始まりです 
②シンケンジャーショー 
　　～シンケンジャーも大人気でした 
③大道芸人ショー 
　　～子どもたちも参加 
④桐ゲタ健康マラソン大会 
　　～桐ゲタの音を響かせながらの力走 
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⑩ 

⑧ 

⑥ 

⑨ 

⑤ 

⑦ 

  ▼
一
般
男
子
（
５
㎞
）
①
関
口
洋
平
②
根
本
伸
 

也
③
Ｃ
ｈ
ｏ
ｊ
ｉ
▼
一
般
女
子
（
３
㎞
）
①
渡
 

辺
千
寿
②
井
上
貴
子
③
掘
金
久
代
▼
壮
年
男
子
 

（
５
㎞
）
①
渡
辺
福
佳
②
遠
藤
也
寸
志
③
山
口
 

孝
雄
▼
中
学
男
子
（
５
㎞
）
①
古
川
大
晴
②
須
 

藤
弘
喜
③
加
藤
邦
明
▼
小
学
生
（
３
㎞
）
①
渡
 

辺
福
生
②
鈴
木
完
③
荒
井
直
樹
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

（
３
㎞
）
①
渡
辺
吉
康
・
寿
々
佳
②
佐
藤
由
美
 

子
・
麻
衣
③
増
子
昌
次
郎
・
泰
成
▼
仮
装
ゲ
タ
 

ゲ
タ
賞
渡
辺
敬
子
・
源
基
、
増
子
泰
成
、
遠
藤
 

也
寸
志
、
村
田
和
美
、
野
沢
小
学
校
第
６
学
年
 

奥
組
、
群
岡
小
学
校
第
６
学
年
、
群
岡
小
学
校
 

第
５
学
年
▼
健
康
賞
笠
原
正
吉
 

   ▼
一
般
男
子
（
　
㎏
）
①
小
林
隆
二
②
上
野
智
 

章
③
薄
上
崇
之
▼
女
子
（
　
㎏
）
①
中
村
宏
美
 

②
掘
金
久
代
③
斎
藤
優
貴
子
▼
少
年
男
子
（
　
 

㎏
）
①
佐
藤
直
斗
②
伊
藤
竜
司
③
井
上
慎
人
▼
 

小
学
生
男
子
（
７
㎏
）
①
渡
部
晋
（
日
本
新
記
 

録
）②
小
林
琉
平
③
鈴
木
完
▼
小
学
生
女
子（
７
 

㎏
）
①
高
橋
麻
美
②
瓜
生
咲
季
③
新
田
亜
美
 

   ▼
男
子
根
本
伸
也
▼
女
子
堀
金
久
代
▼
小
学
生
 

鈴
木
完
 

   ①
下
野
尻
Ｂ
②
萱
本
Ｄ
③
芝
草
Ｂ
、
尾
登
 

13

13

13

⑤桐ゲタ投げ全国大会 
　　～目指せ日本新記録！ 
⑥牛牛フェア 
　　～大人も子どもも、おいしい牛肉でお腹いっぱい 
⑦展示部門 

⑧老人・障がい者作品展 
　　～今年も力作が勢ぞろい 
⑨ミュージックフェスタ 
　　～アルビレックスチアリーダーズと三浦良太さん 
　　　も会場を盛り上げました 
⑩民俗芸能と民謡の集い 
　　～会場の皆さんに伝統芸能を披露 

⑩ 

⑧ 

⑥ 

⑨ 

⑤ 

⑦ 



6

ぎ
ゃ
く
た
い
 

虐
待
虐
待
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
 

子どもへの虐待をなくそう 

オレンジリボンオレンジリボン 
子どもへの虐待をなくそう 

オレンジリボン 

              　
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
配
偶
者
な

ど
で
若
干
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
『
児
童
虐
待

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
』
と
『
高
齢
者
虐
待

の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
』
な
ど
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
虐
待
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

              　
高
齢
者
虐
待
に
し
て
も
子
ど
も
虐
待
に
し
て

も
、
単
純
に
虐
待
を
し
て
し
ま
う
人
の
問
題
だ

け
で
起
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
は

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
 

　
介
護
や
育
児
の
負
担
や
、
悩
み
を
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
こ
と
、夫
婦
関
係
の
不
安
定
さ
、
 

本
人
の
育
っ
た
環
境
や
仕
事
の
問
題
、
ま
た
病

気
や
障
が
い
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
生

す
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
で
こ
れ
ら
の
問
題
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
必
ず
し
も
虐
待
が
起
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
介
護
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
や
子
育
て
を
身
近
に
経
験
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
核
家
族
化
に

よ
る
親
族
関
係
の
変
化
な
ど
も
負
担
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
い
っ
た
変
化
は
日
本
の
社
会
全
体
に
い

え
る
こ
と
で
あ
り
、虐
待
は
他
人
事
で
は
な
く
、
 

ど
こ
の
家
庭
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
と
い

う
認
識
が
必
要
で
す
。
 

                             　
こ
れ
ら
の
う
ち
③
性
的
虐
待
な
ど
は
誰
も
が

虐
待
で
あ
る
と
認
識
し
や
す
い
も
の
で
す
が
、

①
身
体
的
虐
待
は
い
わ
ゆ
る
「
し
つ
け
」
と
の

区
別
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
④
心
理
的
虐
待

は
介
護
者
や
親
と
し
て
は
虐
待
の
意
識
が
無
い

と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
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虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
や
子
ど
も
、
家

族
か
ら
は
特
徴
的
な
サ
イ
ン
が
発
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

 　
例
え
ば
・
・
・
 

 　
●
体
に
傷
や
痣
、
火
傷
等
が
あ
る
 

　
●
家
に
い
た
が
ら
な
い
、
帰
り
た
が
ら
な
い
 

　
●
汚
れ
た
ま
ま
の
衣
類
で
い
る
 

　
●
急
に
や
せ
て
き
た
 

　
●
過
度
の
恐
怖
心
、
お
び
え
を
示
す
 

　
●
情
緒
が
不
安
定
 

　
●
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
や
生
活
費
の
支
払
が
 

　
　
で
き
な
く
な
る
 

 　
た
だ
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
目
安
で
、
こ
う

い
っ
た
サ
イ
ン
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
必
ず
し
も
虐
待
を
受
け
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な
サ

イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
 

　
虐
待
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
、「
虐
待

か
な
？
」
と
思
っ
た
と
き
は
無
理
に
事
実
を
確

認
し
よ
う
と
せ
ず
、
下
記
の
連
絡
先
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
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高齢者が低栄養状態になる理由 
・食事の全体量が減る 

・胃腸の消化・吸収がおとろえる 

・買い物や料理がおっくうになる 

・歯が弱ってかみにくい 

・病気やけが 

・食欲がわかない　　　　　など 

低栄養状態 
・タンパク質やエネルギー 

　不足 

・消化吸収力が低下 

・病気やけがなどで栄養が 

　吸収されにくい状態にあ 

　ります。 

キケン 

こ
の
状
態
が
続
く
と
…
 

～いつまでもいきいきと暮していくために～ 

    　
主
食
だ
け
で
な
く
し
っ
か
り
お
か
ず
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。
 

　
「
た
く
さ
ん
」
よ
り
「
ま
ん
べ
ん
な
く
」
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

    ①
卵
（
１
日
１
個
）
 

②
魚
介
（
１
日
一
切
れ
）
 

③
肉
（
１
日
薄
切
り
３
枚
）
 

④
大
豆
・
大
豆
製
品（
豆
腐
な
ら
１
／
３
丁
、
 

　
納
豆
な
ら
１
パ
ッ
ク
）
 

⑤
牛
乳
・
乳
製
品
（
牛
乳
１
本
か
ヨ
ー
グ
ル
 

　
ト
１
個
）
 

※
野
菜
の
お
か
ず
や
、
芋
・
海
草
の
お
か
ず
も
 

　
欠
か
さ
ず
に
！
 

   　
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
で
、
体
の
健
康
だ
け

で
な
く
、
心
の
健
康
も
保
た
れ
ま
す
。
 

　
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
に
は
、
炭
水
化
物
・

脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養

素
が
必
要
で
す
。
 

　
高
齢
に
な
る
と
十
分
な
栄
養
が
と
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

    　
か
ら
だ
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク

質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
高
齢
に
な
る
と
左
記
の

よ
う
な
理
由
か
ら
不
足
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

高
齢
者
は
低
栄
養
状
態
に
 

　
　
　
　
　
　
　
な
り
や
す
い
 

食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
！
 

低
栄
養
状
態
を
防
ぐ
 

　
　
　
　
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
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　三年に一度の開催となる西会津高校の文化祭が 
１０月２５日に開催されました。 
　各クラスや部活ごとに、おばけ屋敷や駄菓子屋、 
喫茶店など趣向を凝らした催しが準備され、訪れ 
た皆さんを楽しませていました。 
　文化祭のクライマックスには「西高ソーラン」が 
行われ、全校生徒による勇壮な舞が披露されました。 

　新潟国体の水泳競技に出場した上野早紀さん 
（井谷）と日本水泳連盟有功賞を受賞した和久井 
正己さん（１０町内）が１０月２０日に町長室を 
訪れました。 
　上野さんは、水泳競技の少年Ａ女子２００ｍ平 
泳ぎに出場し、タッチの差で表彰台は逃したもの 
の、見事４位入賞を果たしました。 
　また、和久井さんは昭和５８年の町水泳協会結 
成とともに、会長に就任して以来、高齢者健康水 
泳教室を開くなど町民の健康づくりに尽力してき 
たほか、若手水泳選手の育成にも力を注いできた 
ことが認められました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 
　高齢者介護の現場で創意工夫と公共性に富んだ 
活動を行っている団体などを表彰する毎日新聞の 
毎日介護賞福島支局長賞に町が選ばれました。 
　食生活改善推進事業の推進や、高齢者の心身状 
態の改善に実績を上げていることが評価されたも 
ので、１１月９日に笹子福島支局長から伊藤町長 
に記念の楯が手渡されました。 
 

　
三
瓶
ヨ
ノ
さ
ん（
山
浦
）が
、
 

月
　
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
 

同
日
、
伊
藤
町
長
か
ら
賀
寿
と
敬
 

老
祝
金
の
百
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
 

た
。
 

　
ヨ
ノ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は「
く
 

よ
く
よ
し
な
い
で
自
由
に
生
き
る
 

こ
と
」
そ
し
て
「
規
則
正
し
い
生
 

活
を
す
る
こ
と
」と
の
こ
と
で
す
。
 

　
「
百
歳
の
挑
戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
 

ン
に
掲
げ
た
平
成
５
年
か
ら
、
満
 

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
ヨ
ノ
さ
 

ん
で
　
人
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
月
　
日
、第
　
回
町
小
中
 

学
校
音
楽
祭
が
さ
ゆ
り
公
園
 

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
 

は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
 

十
分
に
発
揮
し
、
さ
わ
や
か
 

な
歌
声
や
華
麗
な
演
奏
を
会
 

場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
い
 

ま
し
た
。
 

　
会
場
を
訪
れ
た
保
護
者
の
 

皆
さ
ん
か
ら
は
、
す
ば
ら
し
 

い
合
唱
や
演
奏
の
た
び
に
温
 

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

10

22

62

11

10
27



10

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

雅
楽
川
隼
人
さ
ん
（
宝
川
）
 

　雅楽川隼人選手（３７歳）が、第２回大会出 
場から本大会で２０回連続出場を数え、１１月 
１４日の開会式において「２０回連続出場賞」 
を受賞されました。翌１５日には、西会津町チ 
ーム選手慰労会の中で、大会役員である伊藤町 
長より雅楽川選手に表彰状と楯が伝達されまし 
た。 

     会
で
は
入
賞
者
を
出
す
な
ど
選
手
の
調
整
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
 

　
　
月
６
日
（
金
）
に
は
、
西
会
津
町
チ
ー
ム

の
選
手
激
励
会
を
開
催
し
、
集
ま
っ
た
選
手
の

闘
志
が
み
な
ぎ
る
中
、
江
川
正
樹
主
将
の
力
強

い
選
手
宣
誓
で
本
大
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
て
迎
え
た
当
日
は
、
天
候
に
は
恵
ま

れ
、
沿
道
に
は
家
族
や
職
場
の
同
僚
ら
が
横
断

幕
で
選
手
を
応
援
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
　
名
の
選
手
は
力
強
く
福
島
路
を
駆
け
抜
け

な
が
ら
、
昨
年
の
順
位
を
一
位
上
げ
て
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

     　
　
月
　
日
（
日
）
、
晩
秋
の
福
島
路
を
舞
台

に
第
　
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
コ
ー
ス
は
、
ス
タ
ー
ト
の

白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島

県
庁
ま
で
の
　
区
間
　
　
２
㎞
の
コ
ー
ス
で
、

本
町
チ
ー
ム
の
選
手
は
全
力
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
、
　
位
（
町
の
部
　
位
）
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
 

　
本
町
チ
ー
ム
は
本
大
会
に
向
け
て
、
９
月
４
 

日
（
金
）
の
結
団
式
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
、

毎
週
ナ
イ
タ
ー
練
習
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
近

隣
で
開
催
さ
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
に
参
加
し

な
が
ら
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
各
大
 

11

15
21

16

49

27 96.

1116
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野沢小チャレンジクラブを開催！！ 
～学校支援地域本部事業～ 

    　
　
月
　
日
（
土
）
、「
群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
」
と

「
し
ん
ご
う
っ
子
ク
ラ
ブ
」
の
休
日
活
動
と
し

て
、
群
岡
・
新
郷
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
と
一

緒
に
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
弁
当
作
り
と
配
達
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
弁
当
作
り
で
は
、
弁
当
箱
を
並
べ
た
り
、
お

か
ず
作
り
な
ど
を
民
生
委
員
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
弁
当
配
達
で
は
、
各
地
区
の
民

生
委
員
さ
ん
と
一
緒
に
一
軒
々
訪
問
し
て
、
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
弁
当
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
う
れ
し
そ

う
な
表
情
で
弁
当
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

    　
　
月
３
日
（
火
）
、
西
会
津
中
学
校
で
は
、

恒
例
の
「
光
桐
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、『
「
決
輝
」
銀
河
の
中
で

輝
け
る
星
』
で
、
こ
れ
は
生
徒
一
人
一
人
が
輝

い
て
ほ
し
い
と
言
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
伝
統
の
光
桐
劇
や
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

修
学
旅
行
や
職
場
体
験
学
習
等
の
総
合
発
表
な

ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
　
月
１
〜
７
日
ま
で
の
「
ふ
く

し
ま
教
育
週
間
」
や
「
学
校
財
務
ウ
ィ
ー
ク
」

に
ち
な
ん
だ
日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
や
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

会
場
を
訪
れ
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

11

14

11

11

弁
当
づ
く
り
は
心
を
込
め
て
…
 

おいしく食べてね 

　町では、本年度より学校教育と社会教育を融合させな 
がら、体験活動などを通して児童・生徒の豊かな人間性 
や社会性、郷土愛を育むため、地域の皆さんが講師とな 
って学校を支援する『学校支援地域本部事業』を行って 
います。 
　野沢小学校ではこの事業を活用し、１０月２０日（火） 
に４年生から６年生までの子どもたちが様々なクラブ活 
動を行う「チャレンジクラブ」を開催しました。 
　このクラブ活動では、茶道・そば打ち、ゲートボール・ 
おもちゃ作り・和楽器・手話・クラフトの７つのクラブ 
に分かれ、１０人の地域の方に協力していただきながら 
活動しました。参加した子どもたちは、楽器や作法、ス 
ポーツの体験を通して地域の方々から様々なことを学ん 
でいました。 
　町では、『学校支援地域本部事業』を推進するため、 
「学校支援ボランティア」を募集しています。皆さんお 
持ちの趣味を活かして、子どもたちにいろいろなことを 
伝えてみませんか。 
【問い合わせ先】町公民館　　　　　４５－３２４４ 



12

みんなの広場 みんなの広場 
大
出
　
伸
男
 

　
　
〔
大
久
保
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
山
形
美
幸
さ
ん
（
西
林
東
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を（
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス
　

早
川
書
房
）』
 

こ
の
本
は
、
主
人
公
が
書
い
た
手
記
（
経
過
報
告
）
と
い
う
形
で
物
語
 

が
進
ん
で
い
く
た
め
、
き
ち
ん
と
本
を
手
に
取
り
、
目
で
読
ん
で
い
く
 

人
に
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。」
 

　
　
こ
の
本
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
知
能
指
数
　
の
主
人
公
が
手
術
に
よ
っ
て
天
才
と
な
る
過
程
を
描
 

い
た
作
品
で
、
け
れ
ど
同
じ
手
術
を
事
前
に
受
け
た
ネ
ズ
ミ
の
ア
ル
ジ
 

ャ
ー
ノ
ン
が
驚
異
的
な
知
能
を
得
た
の
ち
、
や
は
り
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
 

で
知
能
を
失
う
の
を
見
て
、
主
人
公
が
自
分
の
行
く
末
を
知
る
と
い
う
 

物
語
で
す
。」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
手
術
に
よ
っ
て
、
知
能
の
高
く
な
っ
た
主
人
公
チ
ャ
ー
リ
ィ
が
、
 

愛
情
の
な
い
成
長
に
、
人
間
と
し
て
の
本
当
の
成
長
は
な
い
と
気
付
く
 

と
こ
ろ
で
す
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
初
め
は
ひ
ら
が
な
だ
ら
 

け
、
誤
字
だ
ら
け
の
記
述
だ
っ
た
も
 

の
が
、
や
が
て
い
ろ
い
ろ
な
学
術
的
 

分
野
に
お
い
て
専
門
的
な
表
記
が
多
 

く
な
り
、
最
後
に
は
ま
た
ひ
ら
が
な
 

の
文
章
が
多
く
な
る
が
…
知
能
が
高
 

く
な
る
こ
と
だ
け
が
果
た
し
て
人
間
 

と
し
て
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
…
人
間
 

の
あ
り
方
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
 

え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
す
。」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　齋藤　和子さん（11月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　わずかな間だったけど、いっしょに 
ＰＴＡ活動ができて楽しかったですね。 

あなたの趣味は？ 
　山遊び 
 
あなたの特技は？ 
　カレーを作ること（元カ 
レー屋です） 
 
あなたのモットーは？ 
　「初めの一歩」を大切に 
 
これからやってみたいことは？ 
　ツリーハウスを作って仲 
間と酒飲みをしたい 

熱中していることは？ 
　いろいろな食材で保存食 
作り（もったいないの思いで） 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　呑んべえでメタボ＝優柔 
不断なのだと思う 
 
最近感動したことは？ 
　娘が剣道の耶麻大会で優 
勝したこと 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｓ・Ｍさん（上野尻） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
ロ
ケ
中
の
田
原
俊
彦
 

 
さ
ん
と
の
写
真
（
爆
破
シ
ー
ン
の
直
 

 
後
）』
　
 

 
「
 
代
の
頃
ド
ラ
マ
の
制
作
に
夢
中
 

 
 
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
映
像
を
通
 

 
 
し
て
感
動
を
伝
え
る
喜
び
を
味
わ
 

 
 
っ
て
い
ま
し
た
。」
 

今
月
は
、
文
化
祭
俳
句
部
門
に
出
展
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
俳
句
会
等
に 

所
属
さ
れ
て
い
な
い
方
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す 

20

・
 

68
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　町では、平成２２年４月からの保育所への入所申 
し込みを受け付けます。申し込みに必要な書類は健 
康福祉課福祉介護係の窓口及び各保育所に備えてあ 
ります。 
　なお、今年度に引き続き同じ保育所に入所を希望 
する場合は、保育所で配布される継続入所調査票に 
必要事項を記入し提出してください。 
●受付期間　平成２１年１２月２５日（金）まで 

●申し込み先　健康福祉課福祉介護係または各保育所 
 
 
 
 
 
 
 
【問い合わせ先】 
　健康福祉課福祉介護係　　　　　４５－２２１４ 

○飲酒運転の根絶 
○夕暮れ時と夜間の交通事故防止 
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい 
　着用の徹底 

『まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人』 

平成２２年度保育所入所申し込みのおしらせ 

4545

  　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す
る
施

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
　
月

　
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
従
業
員
４
名
以
上
の
事

業
所
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
年
末
年
始
の
忙
し

い
時
期
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
以
外

の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
１
 

    　
こ
の
公
表
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

第
　
条
に
基
づ
き
、
毎
年
１
回
閲
覧

を
行
っ
た
団
体
等
を
公
表
す
る
も
の

で
す
。
 

◆
閲
覧
団
体
及
び
事
由
 

①
社
団
法
人
中
央
調
査
社
 

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
委
任
）
 

　
　
政
治
と
社
会
に
関
す
る
世
論
調
 

　
　
査
の
た
め
 

②
自
衛
隊
福
島
協
力
本
部
 

　
　
自
衛
官
募
集
の
広
報
の
た
め
 

③
タ
カ
ラ
印
刷
株
式
会
社
 

　
（
福
島
県
教
育
委
員
会
委
任
）
 

　
　
新
し
い
総
合
教
育
計
画
に
関
す
 

　
　
る
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
た
 

　
　
め
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
５
 

   　
平
成
　
年
３
月
卒
業
予
定
の
新
卒

者
に
対
す
る
求
人
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
特
に
県
内
の
事
業
所
か
ら
の
高

卒
用
求
人
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
比

べ
９
月
末
現
在
で
約
　
％
減
少
し
て

い
ま
す
。
 

　
地
域
活
性
化
の
鍵
と
し
て
次
代
を

担
う
若
者
の
地
元
定
着
、
人
材
育
成

の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
の
求
人
申
し
込
み
を
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
求
人
を
申
し
込
み
い
た
だ

く
際
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
安
定
課
 

　
　
０
２
４
―
５
２
８
―
０
３
６
６
 

   　
市
民
生
活
に
お
い
て
、
暴
力
団
も

し
く
は
そ
れ
ら
に
類
す
る
者
が
、
暴

行
、
脅
迫
な
ど
に
よ
り
、
違
法
・
不

当
な
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
行
為
を

「
民
事
介
入
暴
力
」
と
い
い
ま
す
。
 

　
民
事
暴
力
介
入
は
、
法
的
手
続
き

に
よ
っ
て
阻
止
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
 

　
不
安
を
自
分
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
こ
の
無
料
相
談
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

◆
民
事
介
入
暴
力
１
１
０
番
 

　
○
日
時
　
　
月
　
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
　
分
 

　
○
電
話
番
号
 

　
　
０
２
４
―
５
３
３
―
０
７
１
７
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
暴
力
団
根
絶
福
島
県
民
会
議
 

　
　
０
２
４
―
５
３
３
―
８
９
３
０
 

  　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、

　
月
中
に
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
家

庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
 

　
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳

は
、「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
行
う
た
め
に
回
収
し
ま
す
の
で
、

配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
不
在
等
で
配
達
員
に
古
い

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、

後
日
改
め
て
伺
い
ま
す
の
で
、
次
の

と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
 

　
　
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３
０
９
 

12

12
31

22

52

11

12

11

15

45

12

（財） 
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目　黒　松　枝（80）小林文雄　妻の父　１町内 
橋谷田　�　子（79）　東　　　母　　１町内 
小　柴　　　榮（57）百合子　　夫　　７町内 
和　田　弘　志（63）武　士　　父　　10町内 
白　井　　　力（83）大竹正明　母の父　芝　草 
江　川　ツヨノ（96）文　一　　母　　　牧 
小　林　ミ　ツ（96）物江利勝　父の姉　9町内2 
長谷川　　　大（73）溶　一　　父　　黒　沢 
齋　藤　ミヤ子（71）久　男　　妹　　上野尻 
清　野　　　豊（82）孝　幸　　父　　上野尻 
佐　藤　康　道（60）正　道　　兄　　上野尻 
佐　藤　峯　男（80）政　美　　父　　白　坂 
小　原　イ　シ（100）行　平　　母　　宝　川 
小　原　ハ　ル（95）良　平　　母　　宝　川 
高　橋　　　肇（93）　進　　　父　　出　戸 
矢　部　幸　子（90）不二雄　　妻　　中ノ沢 
小野木　喜四郎（100）　薫　　　父　　真ヶ沢 

人　口　　８，０１１人　　　－２１人 
　男　　　３，８３８人　　　－１１人 
　女　　　４，１７３人　　　－１０人 
世　帯　　２，９０８世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

齋　藤　直　弥　　上小島 
石　田　祥　子　　会津坂下町 
 
齋　藤　幸　英　　上野尻 
玉　川　千　秋　　会津若松市 

◆日時　12月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

12月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○ケーブルテレビ使用料 
○インターネット使用料 

12月10日（木） 納期限 
○固定資産税第４期 
○土地改良区償還賦課金第３期 

12月25日（金） 納期限 

12月 5日（第１週）受付時間11時まで 
19日（第３週）　　　　〃 

　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

津　川　依　吹ちゃん　修二・雅子　　さゆりが丘 

齋　藤　結　歩く　ん　幸英・千秋　　上野尻 

い　ぶ　き 

ゆ　う　あ 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

有 隣 病 院  
鳴 瀬 病 院  
渡辺脳神経クリニック 
扇町渡部小児科アレルギー科医院 
志 波 医 院  
平 野 医 院  
佐 原 病 院  
福田耳鼻咽喉科醫院 
わかまつインターベンションクリニック 
さとう小児科医院 
石 田 眼 科 医 院  
荒 井 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
藤 井 医 院  
吉 田 内 科  
浜 崎 小 児 科医院  
あみウイメンズクリニック 
小 野 病 院  
三浦産婦人科医院 
いとう内科消化器科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
前 田 眼 科 医 院  
遠 山 眼 科 医 院  
有 隣 病 院  
内科消化器科みつはし医院 
おのぎレディースクリニック 
佐 藤 病 院  
えんどうクリニック 
 佐 原 病 院  
 県 立 喜 多 方 病院  
 小 野 病 院  
有 隣 病 院  
坂下厚生総合病院 
 佐 原 病 院  

0241（24）5021 
0241（24）3333 
0242（39）6060 
0242（25）5515 
0242（22）0289 
0242（83）2243 
0241（22）5321 
0241（24）4187 
0242（32）1558 
0242（24）0830 
0242（27）0858 
0242（83）2224 
0241（28）2181 
0241（23）0023 
0242（27）0537 
0242（27）0951 
0242（37）1456 
0241（22）0414 
0241（22）0293 
0242（38）3733 
0242（32）3330 
0242（27）0707 
0242（83）2011 
0241（24）5021 
0241（21）1311 
0242（36）5051 
0242（26）3515 
0242（33）0700 
 0241（22）5321 
 0241（28）2181 
 0241（22）0414 
0241（24）5021 
0242（83）3511 
 0241（22）5321

 喜多方市 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 喜多方市 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 喜多方市 
 
会津若松市 
 
 喜多方市 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 喜多方市 
 
会津若松市 
 
 喜多方市 

 喜多方市 

 喜多方市 

喜多方市 
会津坂下町 
 喜多方市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

柳津町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 

喜多方市 
 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

二 瓶 歯 科 医 院  
お ん だ 歯 科医院  
う え の 歯 科医院  
加 羽 沢 歯 科医院  
大 友 歯 科 医 院  
か み お 歯 科医院  
宮 澤 歯 科 医 院  
神 田 歯 科 医 院  
金 子 歯 科 医 院  
菊 地 歯 科 医 院  

アイデンタルクリニック 
 
さいとう歯科クリニック 
武 藤 歯 科 医 院  
江 川 歯 科 医 院  
渡 部 圭 一 歯 科  
井 草 歯 科 医 院  
おおほり歯科医院 

0241（41）1880 
0242（22）6311 
0241（21）8852 
0242（26）0418 
0242（84）1688 
0242（24）9273 
0241（21）1166 
0242（24）1182 
0242（56）3988 
0242（27）8111 

0241（24）4545 
 
0241（38）3910 
0242（27）1678 
0242（56）2118 
0242（24）6890 
0241（22）1563 
0242（25）1110

6 
（日） 
13 
（日） 
20 
（日） 
23 
（水） 
27 
（日） 
31 
（木） 
1 
（金） 
2 
（土） 
3 
（日） 

6 
（日） 

13 
（日） 

20 
（日） 

23 
（水） 

27 
（日） 

30 
（水） 
31 
（木） 
1 
（金） 
2 
（土） 
3 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

○長寿医療（後期高齢者）保険料第５期 
○介護保険料第７期 

1月 4日（月） 納期限 


